
鶴
岡
市
議
会
３
月
定
例

会
が
３
日
開
会
さ
れ
ま
し

た
（
会
期
は

日
ま
で
）
。

25

一
般
会
計
補
正
予
算

は
、

億
３
１
７
７
万
６

14

千
円
を
追
加
し
、
予
算
総

額
を
８
７
２
億
６
１
１
９

万
２
千
円
と
し
ま
す
。

小
・
中
学
校
大
規
模
改

修
事
業
１
億
９
３
２
万
９

千
円こ

の
う
ち
、
国
の
補
正

予
算
に
係
る
も
の
が
４
億

６
３
１
万
３
千
円
で
す
。

小
学
校
大
規
模
改
修
事

業
は
、
屋
内
運
動
場
Ｌ
Ｅ

Ｄ
化
改
修
工
事
費
４
４
０

９
万
９
千
円
が
櫛
引
東

小
、
あ
さ
ひ
小
、
あ
つ
み

小
、
鼠
ヶ
関
小
、

火
災
受
信
機
更
新
工
事

費
１
０
７
０
万
３
千
円
が

櫛
引
西
小
、
櫛
引
南
小
、

中
学
校
大
規
模
改
修
事

業
５
４
５
２
万
７
千
円

は
、
鶴
岡
第
二
中
学
校
の

冷
房
設
備
改
修
工
事
費
、

道
路
公
共
事
業
６
５
０

０
万
円
は
、松
尾
今
野
線
、

道
形
文
下
蛾
眉
橋
線
、
長

沼
栄
線
、
大
泉
橋
一
日
市

町
線
、

住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
事
業
２

１
２
０
万
円
は
、
国
外
転

出
者
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ

ー
ド
に
旧
氏
等
を
登
録
す

る
た
め
の
シ
ス
テ
ム
改
修

経
費
、

ほ
か
、
土
木
、
農
業
、

水
産
業
関
連
の
県
事
業
負

担
金
な
ど
で
す
。

基
金
積
立
金
３
億
８
７

０
０
万
円

国
の
補
正
予
算
関
連
以

外
で
は
、

子
ど
も
の
た
め
の
教
育

・
保
育
給
付
事
業
３
億
９

６
３
５
万
５
千
円
は
、
国

の
基
準
額
改
定
に
伴
う
委

託
料
と
給
付
費
の
増
額
、

減
債
基
金
積
立
金
１
億

２
０
０
０
万
円
、

地
域
ま
ち
づ
く
り
未
来

基
金
を
廃
止
し
、
残
高
を

地
域
振
興
基
金
に
積
立
２

億
６
７
０
０
万
円
、

公
園
遊
具
整
備
へ
の
寄

附
金
（
ガ
バ
メ
ン
ト
ク
ラ

ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
）

を
財
源
と
す
る
緑
地
等
整

備
基
金
へ
の
積
立
金
１
４

０
３
万
円
、

強
い
農
業
産
地
づ
く
り

支
援
事
業
１
３
０
９
万
４

千
円
は
、
果
樹
産
地
緊
急

支
援
事
業
に
係
る
補
助
金

（
農
業
用
薬
剤
散
布
車
の

更
新
７
台
）
な
ど
で
す
。

減
額
補
正
で
は
、
情
報

課
情
報
一
般
管
理
事
務
、

課
税
課
一
般
課
税
事
務
、

商
工
課
企
業
立
地
促
進
事

業
は
、
予
算
の
執
行
状
況

を
踏
ま
え
、
歳
出
予
算
を

合
計
１
億
１
１
８
７
万
円

減
額
し
て
い
ま
す
。

地
域
全
体
が
不
利
益

条
例
案
件
は
、

公
共
施
設
等
の
管
理
運

営
経
費
の
増
大
を
踏
ま
え

た
使
用
料
等
の
改
定
が
54

件
１
５
５
施
設
で
す
。

午
前
・
午
後
・
夜
間
・

全
日
に
区
分
さ
れ
て
い
る

も
の
は
、
１
時
間
当
た
り

に
改
正
さ
れ
ま
す
。

使
用
料
の
値
上
げ
は
、

受
益
者
負
担
主
義
の
原
則

か
ら
値
上
げ
に
賛
成
の
意

見
と
、
公
共
性
の
原
則
か

ら
公
共
財
は
税
で
支
え
る

べ
き
、
と
の
両
論
が
あ
り

ま
す
。

物
価
高
が
市
民
生
活
を

直
撃
し
て
い
る
今
、
値
上

げ
に
よ
っ
て
参
加
率
が
低

下
し
、
地
域
社
会
全
体
が

不
利
益
と
な
る
心
配
が
あ

り
ま
す
。

持
込
ご
み
の
値
上
げ

市
廃
棄
物
の
処
理
及
び

清
掃
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正
は
、
持
ち
込
ま
れ

る
一
般
廃
棄
物
の
処
理
手

数
料
を
、

に
つ
き
現

10
kg

行
１
２
０
円
を
１
５
０
円

に
改
め
ま
す
。

市
基
金
の
設
置
、
管
理

及
び
処
分
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正
は
、
令
和
７

年
度
で
地
域
ま
ち
づ
く
り

未
来
基
金
を
廃
止
し
、
地

域
振
興
基
金
に
統
合
し
ま

す
。市

一
般
職
の
職
員
の
給

与
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正
は
、
国
の
指
示
等
に

応
じ
て
消
防
職
員
が
緊
急

消
防
援
助
隊
等
と
し
て
出

動
し
た
際
の
特
殊
勤
務
手

当
を
新
た
に
設
け
ま
す
。

市
立
荘
内
病
院
医
療
従

事
者
修
学
資
金
貸
与
条
例

の
制
定
は
、
荘
内
病
院
の

医
療
従
事
者
確
保
の
た
め

に
、
同
病
院
に
医
療
従
事

者
と
し
て
勤
務
す
る
意
思

の
あ
る
学
生
に
、
修
学
資

金
を
貸
与
す
る
制
度
を
創

設
し
ま
す
。
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新つるおかHP

労
働
者
の
処
遇
改
善
と
福
祉
の
充
実
は
一
体

▽
２
月

日
、
県

26

福
祉
保
育
労
働
組

合
の
県
要
望
。
全

県
か
ら
集
ま
っ
た

組
合
員
が
現
場
の

切
実
要
望
訴
え
。

○
児
童
養
護
施
設

は
発
達
障
害
等
、

支
援
に
専
門
的
知

識
を
要
す
る
児
童

が
増
え
て
い
る
。

○
養
護
老
人
ホ
ー

ム
で
入
所
者
が
減

っ
て
、
定
員
１
０
０
人
で
２
千
万
円
の

赤
字
。
入
所
者
も
要
介
護
度
上
昇
、
多

く
の
疾
患
、
身
体
的
精
神
的
障
害
。
家

庭
で
の
虐
待
増
加
。
職
員
配
置
が
ギ
リ

ギ
リ
で
は
変
化
に
気
づ
け
な
い
。
よ
り

よ
い
ケ
ア
が
で
き
る
定
員
に
改
善
が
必

要
。

○
認
可
保
育
園

国
の
基
準
で
は
、
０

歳
児
３
人
に
保
育
士
１
人
、災
害
時
に
、

「
一
人
は
お
ん
ぶ
、
一
人
は
だ
っ
こ
、

あ
と
一
人
を
守
れ
な
い
」
。
国
に
要
望

し
て
ほ
し
い
が
、
「
子
育
て
す
る
な
ら

山
形
」
で
、
県
と
し
て
独
自
の
支
援
を
。

○
栄
養
士

冷
凍
や
カ
ッ
ト
野
菜
使
わ

ず
、
乾
物
や
豆
な
ど
も
多
用
。
国
産
・

県
産
で
添
加
物
の
少
な
い
食
材
。
ア
レ

ル
ギ
ー
対
応
。
保
育
室
に
行
っ
て
食
事

の
様
子
を
確
か
め
る
。
食
を
通
し
て
、

「
あ
な
た
が
大
切
」
と
い
う
気
持
ち
を

届
け
た
い
。

○
社
会
福
祉
協
議
会

生
活
福
祉
資
金

は
、
貸
与
し
た
後
の
き
め
細
や
か
な
支

援
を
強
め
た
い
。

▽
県
は
、
「
状
況
を
し
っ
か
り
受
け
止

め
、で
き
る
だ
け
の
対
応
を
考
え
た
い
」

な
ど
回
答
。
働
く
人
の
処
遇
改
善
と
サ

ー
ビ
ス
充
実
が
一
体
の
事
で
あ
る
と
改

め
て
実
感
。
連
携
を
強
め
て
推
進
を
図

っ
て
い
き
ま
す
。
（
県
議

関

徹
）

（
２
面
に
つ
づ
く
）



（
１
面
の
つ
づ
き
）

市
特
別
職
の
職
員
の
給

与
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正
は
、
農
地
利
用
の
最

適
化
を
推
進
す
る
活
動
を

実
施
し
た
農
業
委
員
会
委

員
等
に
対
し
て
、
そ
の
実

績
に
応
じ
報
酬
を
支
給
し

ま
す
。

市
地
区
計
画
の
区
域
内

に
お
け
る
建
築
物
の
制
限

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

正
は
、
鶴
岡
西
産
業
地
区

計
画
に
基
づ
き
、
区
域
内

で
建
築
物
の
新
築
な
ど
を

行
う
場
合
の
制
限
等
を
定

め
ま
す
。

事
件
案
件
は
、

市
立
温
海
中
学
校
屋
内

運
動
場
の
大
規
模
改
修
工

事
に
係
る
請
負
契
約
を
締

結
し
ま
す
。

契
約
金
額
は
２
億
９
８

６
５
万
円
で
、
相
手
方
は

(

株)

マ
ル
ゴ
、
工
期
は
令

和
９
年
３
月
３
日
で
す
。

財
産
の
取
得
は
、
除
雪

車
両
を
更
新
。

建
物
の
無
償
譲
渡
は
、

消
防
ポ
ン
プ
庫
を
地
元
の

自
治
会
等
に
無
償
譲
渡
し

ま
す
。

鶴
岡
市
過
疎
地
域
持
続

的
発
展
計
画
の
策
定
は
、

現
計
画
が
令
和
７
年
度
で

満
了
と
な
り
、
次
期
計
画

を
策
定
し
ま
す
。

辺
地
に
係
る
総
合
整
備

計
画
の
策
定
は
、
宝
谷
辺

地
及
び
大
網
・
田
麦
俣
辺

地
の
現
計
画
が
令
和
７
年

度
で
満
了
と
な
り
、
次
期

計
画
を
策
し
ま
す
。

意
見
陳
述
の
制
度
化

３
月
定
例
会
に
提
出
さ

れ
た
請
願
は
、

「
鶴
岡
市
長
選
挙
に
お
け

る
市
職
員
の
選
挙
関
与
に

関
す
る
調
査
委
員
会
の
設

置
を
求
め
る
請
願
」
（
鶴

岡
市
長
選
に
お
け
る
公
正

・
公
明
な
調
査
を
求
め
る

会
・
代
表
金
丸
栄
一
郎
）

は
、
加
藤
鑛
一
・
草
島
進

一
・
五
十
嵐
一
明
議
員
が

紹
介
議
員
で
す
。

「
早
急
な
普
天
間
基
地
の

危
険
除
去
実
現
の
た
め
に

辺
野
古
移
設
の
中
止
を
国

に
求
め
る
意
見
書
の
提
出

に
関
す
る
請
願
」
（
沖
縄

に
応
答
す
る
会
＠
山
形
・

代
表
漆
山
ひ
と
み
）
は
、

坂
本
昌
栄
・
草
島
進
一
議

員
が
紹
介
議
員
で
す
。

日
の
総
務
常
任
委
員

11
会
で
審
査
さ
れ
ま
す
。

「
食
糧
法
の
見
直
し
中
止

と
国
の
責
任
に
よ
る
酒
食

の
安
定
供
給
を
求
め
る
意

見
書
提
出
に
関
す
る
請

願
」
（
庄
内
農
業
農
民
運

動
連
合
会
・
会
長
小
林
隆

範
）
は
、
加
藤
鑛
一
議
員

が
紹
介
議
員
で
す
。

日
の
産
業
建
設
常
任

16

委
員
会
で
審
査
さ
れ
ま

す
。今

議
会
か
ら
、
請
願
者

の
意
見
陳
述
が
制
度
化
さ

れ
ま
し
た
。

請
願
者
は
、
意
見
陳
述

申
出
書
を
提
出
す
れ
ば
可

能
と
な
り
、
陳
述
時
間
は

５
分
程
度
、
陳
述
者
に
対

す
る
委
員
の
質
疑
の
時
間

は
、
お
お
む
ね

分
と
さ

10

れ
ま
し
た
。

土木課入札結果（ ）内は予定価格
2月26日入札分

・令和7年災第3751号市道泡滝大鳥線道路災害復旧工事（大鳥地内）（入札1業者）
上野土木建設(株) 42,700,000円（43,590,000円）工期～11/27（落札率97.96％）
・手向地区冠水対策工事(債務負担行為)
中止

・大山馬町線道路改良工事(債務負担行為)（大山三丁目地内）（入札3業者）
(有)大地工営 6,900,000円（7,080,000円）工期～10/2（落札率97.46％）
・藤島斎場線道路改良工事(債務負担行為)（藤浪一丁目地内）（入札3業者）
(株)ヤマムラ 8,313,000円（9,780,000円）工期～8/7（落札率85.00％）

建
設
工
事
に
お
け
る
適

正
な
労
務
費
の
確
保
等
の

た
め
、
「
公
共
工
事
の
入

札
及
び
契
約
の
適
正
化
の

促
進
に
関
す
る
法
律
（
入

札
契
約
適
正
化
法
）
」
が

改
正
さ
れ
、
建
設
業
者
は

公
共
工
事
の
入
札
の
際
に

入
札
金
額
の
内
訳
と
し

て
、
労
務
費
を
は
じ
め
と

す
る
以
下
の
経
費
を
記
載

す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら

れ
ま
し
た
。

記
載
が
必
要
な
経
費
は
、

①

労
務
費

②

材
料
費

③

法
定
福
利
費
の
事
業

主
負
担
額

④

建
退
共
制
度
の
掛
金

⑤

安
全
衛
生
経
費

各
経
費
の
考
え
方
に
つ

い
て
は
、
「
労
務
費
ダ
ン

ピ
ン
グ
を
防
止
す
る
た
め

の
公
共
発
注
者
向
け
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
」
を
確
認
。

鶴
岡
市
で
は
、
令
和
８

年
４
月
１
日
以
降
に
入
札

公
告
・
指
名
通
知
を
行
う

本
市
発
注
工
事
に
つ
い
て

は
、
従
前
の
「
工
事
費
内

訳
書
」
に
加
え
て
参

考
様
式
「
工
事
費
内

訳
書
（
そ
の
２
）
」

の
提
出
を
求
め
ま

す
。入

札
の
際
に
は
必

ず
提
出
と
な
り
ま

す
。な

お
、
こ
れ
ま
で

の
「
工
事
費
内
訳
書
」

に
労
務
費
等
の
必
要

事
項
を
追
記
す
る
こ

と
で
、
「
工
事
費
内

訳
書
（
そ
の
２
）
」

の
提
出
に
代
え
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は
、

鶴
岡
市

総
務
部

契

約
管
財
課

契
約
検

査
係

電
話

・
35

１
１
５
４


